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かったのが本書 である｡ これ は,MITの Center
forlnternationalStudiesの研究成果として刊行さ
れている｡
本書は7編からなる｡まず国家建設の分析の理論お
よび方法の概説からはじまる｡つぎにビルマの伝統的
秩序とその変貌｡これをうけて,ビルマの政治におけ
る精神と計算｡さらにビルマの社会分析｡この2編の
総合としての政治的集積過程と変化-の反動｡最後に
新しいビルマの展望となるO
問題の焦点は,非西欧的 ･伝統的な社会が近代的な
国家を建設するにあたっての諸問題をビルマを事例と
して分析することにある｡
もちろん本書は多くの問題をかかえていて,簡単に
批評することはできない｡ただひとつわたくLに最も
印象的だった点だけをあげよう｡それは著者のビルマ
鶴,あるいはビ ルマ人についての理解が,少なくとも
ファー ニパル以来の伝統的な考え方とは,いちじるし
く異なっている点である｡いいかえると,ビルマの,
あらゆる面での二元性をきわめて率直に,明快に指摘
している点であるOあるビルマ研究の若い婦人- 彼
女のビルマ観が主として文献ではぐくまれた- がわ
たくLに語ったことをつけ加えておきたい｡彼女は,
本書の校正刷をビルマに渡るまえに通読したOそのと
き,ことごとに反覆の念をおさえることができなかっ
た｡ところが,ビルマに1年あまり滞在し,実際にビ
ルマの社会に接したところ,パイ教授のいっているこ
とも当然だと思うようになったと｡これは,まったく
の挿話にすぎないが,本書はあまりにも率直に分析さ
れてあるだけに,読者をして同感と反摸,さまざまの
気持をいだかせる｡
ビルマ政治の専門家でなくても,またその専門がな
にであろうと,ビルマに関心を いだく読者にとって
は,きわめて興味深い,また挑寝的な著作であるoわ
たくLはビルマの参考文献として,ぜひ一読をすすめ
たいと思う｡ (本岡 武)
cliffordGeertz,皿eReligionofJ&vA.
Glencoe,TheFreePreささ,196099.386
シカゴ大学に,新興国の研究というプロジェクトが
ある｡著者の Geertzは,その directorであり,近
午,インドネシアに関する多くの秀れた研究を発表し
ている人類学者である｡ジャワ全体の社会構造に関す
る彼の見解は,インドネシアの政治史学者 HarryJ･
Bendaや社会学者 W.F.Wertheim によって,高
く評価されているが,その基本構想が,この書物で詳
細に展開されている｡従って, ｢ジャワの宗教｣とい
う書名は,必ずしも,この書物の内容を適確に伝える
ものではない｡
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